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.NET環境では、Windowsアプリケ

ーションやWebアプリケーションなど、

さまざまな種類の.NETアプリケーショ

ンを開発することができます。.NETア

プリケーションがデータベースにアク

セスするには、ADO.NETを使用しま

す。ただし、ADO.NETのサンプルプロ

グラムを単に真似ただけでは、パフォ

ーマンスや拡張性に乏しいアプリケー

ションになってしまう可能性がありま

す。いきなりコーディングをするので

はなく、まずはADO.NETの本質を理

解する必要があります。今回は、ADO

.NETの本質の理解と、いろいろなパタ

ーンのWindowsアプリケーションから

ADO.NETを使用するポイントを解説

します。

ADO.NETの実体は、.NET Frame

workのクラスライブラリ内のクラス群

として提供されます。ADO.NETを構

成するクラス群はSystem.Data.dllに含

まれています。Visual Studio .NET

2003でWindowsアプリケーションのプ

ロジェクトを作成すると、既定でSys

tem.Data.dll（System.Dataアセンブリ）

への参照が設定されていることを確認

できます（図1）。したがって、Windows

アプリケーションからADO.NETを使

用して、データベースにアクセスする

ことがすでに可能な状態となっていま

す。

ADO.NETの構成を詳しく確認しま

しょう。ADO.NETを構成する主なク

ラス群は図2のようになります。データ

ベースにアクセスするには、各クラス

の機能を連携させることによって実現

します。ただし、必ずしもすべてのク

ラスを使うというわけではありません。

たとえば、データの取得に使用するク

ラスにXxxDataReader（以下DataRead

er）とDataSetの2種類がありますが、

両方を同時に使うというよりは、場面

に応じていずれかを選択して使用する

といった具合です。今の段階では概要

程度で結構ですので、まずはざっと各
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クラスの役割を覚えておいてください。

“接続型”は、データベースのデー

タ取得や更新をしている間は、データ

ベースとの接続を持続するというアク

セス方法になります。“非接続型”は、

必要なときだけデータベースとの接続

をするアクセス方法になります。

と、いってもなかなかイメージを浮

かべづらいのではないでしょうか？

そこで少し視点を変えて、実際にはど

のようにデータベースからデータを取

得したり更新したりするのかを、表1に

示します。表を見ると、両者は単に接

続方法だけでなく、データの取得と更

新の方法についても異なっているのが

わかります。接続型と非接続型とでは

プログラム自体が大きく異なるのです。

接続型

接続型の場合はデータの取得にData

Readerオブジェクトを使用します［注1］。

図3が接続型、つまりDataReaderオブ

ジェクトを使用して、データベースか

らデータを取得する図です。

まずデータベースに接続し、データ

を取得するためのコマンド（SQLの

SELECT文など）を実行します（①）。

取得したデータはDataReaderオブジェ

クトに格納されます（②）。DataReader

オブジェクトに格納されたデータは、

取り出して利用することができます

（③）。たとえば取り出したデータを、

変数に格納したり、フォーム上のテキ

ストボックスに表示したりできます。

データの取得が完了したら、DataRead

erオブジェクトを閉じ、接続を切断し

ます（④）。DataReaderオブジェクト

を閉じる理由は、DataReaderオブジェ

クトが開いている間は、Connectionオ

ブジェクトをほかの操作に使用できな

いためです。また、DataReaderオブジ

ェクトで取得したデータは、前方向に

しか参照することができず、読み取り

専用であるため、直接データの編集を

することはできません。

以上を簡単にまとめると、DataRead
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図2：ADO.NETを構成するクラス群

表1：接続型と非接続型の違い

データ取得時 データ更新時

接続型 DataReaderを使用 任意のSQL文（INSERT、UPDATE、DELETE）を発行

非接続型 DataSetを使用 DataAdapterのUpdateメソッドによる一括更新

注1）データの取得方法によっては、DataReader
オブジェクトを使用せずにデータを取得できる場
合もあります。
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①データベース接続＆コマンドの実行

変数に格納する、フォーム上のテキストボックスに表示する……など

図3：接続型によるデータ取得

接続型と非接続型




